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本規程は、ACA が相対順位を競うコンクールではなく、ICES による絶対評価を土台に、JCQM 相当の品質水準に到達した

チーズの中から、日本チーズ製造文化を象徴する対象を顕彰する制度であることを、運用上明確にするものです。 
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前文 

本規程は、「ARTISAN CHEESE AWARDS 日本チーズ製造文化顕彰 選出基準説明書」および「ARTISAN 

CHEESE AWARDS 日本チーズ製造文化顕彰 運用確認事項」と一体で運用します。選出基準説明書が制度

思想と選出基準を示し、運用確認事項が表記・公表・海外選抜等の実務確認を示すのに対し、本規程は

ACA を実施するための基本条文を定めるものです。 

第 1 章 総則 

第 1 条 目的 

本規程は、ARTISAN CHEESE AWARDS 日本チーズ製造文化顕彰（以下「ACA」といいます）の実施に関

し、出品、評価、顕彰対象選出、CHAMPION 選出、表彰、公表、記録保存、海外展開との関係、ならび

に取消等の運用事項を定め、制度の公平性、平等性、透明性、国際的説明可能性を確保することを目的と

します。 

第 2 条 制度の位置づけ 

ACA は、チーズの点数順位を競う相対評価型のコンクールではありません。 

ACA は、International Cheese Evaluation Standard（ICES）に基づく絶対評価により、JCQM（Japan 

Cheese Quality Mark）相当の品質水準に到達したチーズを確認し、その中から、日本チーズ製造文化を

象徴する対象を顕彰する文化顕彰制度です。 

ACA は、チーズそのものだけでなく、その背景にある工房、職人、地域、原料乳、製造技術、熟成、継続

的な取り組みを含めて顕彰します。 

第 3 条 正式名称 

本制度の正式名称は、次のとおりとします。 

ARTISAN CHEESE AWARDS 日本チーズ製造文化顕彰 

英語説明を付す場合は、Recognition of Japanese Artisan Cheese Production Culture または同趣旨の説

明文を用いることができます。 

第 4 条 主催および運営 

ACA は、一般社団法人日本チーズアートフロマジェ協会（CAFAJ）が主催します。 

ACA の実務運営は、フロマジェ・ジャパン実行委員会（以下「実行委員会」といいます）が行います。 

必要に応じて、審査員、選出委員、記録担当、表彰式担当、広報担当、海外連携担当を置くことができま

す。 
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第 5 条 後援表記 

ACA に関する掲示、賞状、盾、配布資料、公式発表等において後援を明記する場合は、原則として「後

援：農林水産省 在日フランス大使館」と表記します。ただし、後援内容・使用条件・表示条件が別途定

められる場合は、その条件に従います。 

第 6 条 基本原則 

ACA は、次の基本原則に基づき実施します。 

・公平性：すべての出品者および出品チーズを、同一の入口条件と手続きで扱います。 

・平等性：工房規模、知名度、販売量、過去の受賞歴のみに左右されず、製造文化上の価値を確認しま

す。 

・国際性：海外の審査員、行政機関、教育機関、文化機関、生産者、消費者にも説明可能な基準で運用

します。 

・説明可能性：顕彰対象および CHAMPION について、選出理由を記録し、制度趣旨に基づいて説明で

きる状態を整えます。 

第 2 章 出品・対象 

第 7 条 対象となる出品 

ACA の対象は、当該年度に定められた出品条件を満たし、所定の手続きにより出品されたチーズとします。

対象品は、当該年度の NCE その他 CAFAJ が定める評価機会において、ICES に基づく評価を受けるもの

とします。 

第 8 条 出品者および工房 

出品者は、出品チーズの製造者、工房、または正当な権限を有する関係者とします。出品者は、出品情報、

工房名、チーズ名、原料、製造背景、連絡先その他必要事項について、正確な情報を提出するものとしま

す。 

第 9 条 出品情報の正確性 

出品者は、出品情報に重大な誤り、虚偽、権利侵害、衛生上の重大な問題がないことを確認します。提出

後に修正が必要となった場合、出品者は速やかに運営事務局へ届け出るものとします。 

第 10 条 同一工房複数出品 

同一工房から複数品を出品することは妨げません。ただし、ACA 顕彰対象として舞台上で顕彰する場合は、

原則として当該年度の製造文化を最も象徴する 1 品を代表対象とします。製法、カテゴリー、熟成方法、
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原料乳の背景、地域的意義、文化的説明が明確に異なる場合は、実行委員会の判断により例外的に複数対

象とすることができます。 

第 3 章 品質評価および候補母集団 

第 11 条 ICES による絶対評価 

すべての出品チーズは、International Cheese Evaluation Standard（ICES）に基づき絶対評価されます。

評価は、出品チーズの品質状態を確認するためのものであり、ACA 顕彰対象を相対順位で決定するための

ものではありません。 

第 12 条 JCQM 相当の品質水準 

ACA 顕彰対象の候補母集団は、ICES による評価の結果、JCQM（Japan Cheese Quality Mark）相当の品

質水準に到達したチーズとします。当該年度においては、原則として 20 点満点中 14 点以上を JCQM 相当

の品質水準到達の目安とします。 

第 13 条 入口条件としての品質到達 

JCQM 相当の品質水準に到達したことは、ACA 顕彰対象となるための入口条件であり、順位を示すもので

はありません。また、当該品質水準に到達したすべてのチーズが、自動的に ACA 顕彰対象となるものでは

ありません。 

第 14 条 点数の扱い 

評価点数は、品質水準到達を確認するための内部根拠として扱います。ACA の公表においては、点数順位

ではなく、文化顕彰としての理由を中心に示します。点数詳細は、原則として公表しません。 

第 4 章 顕彰対象の選出 

第 15 条 三層構造による選出 

ACA 顕彰対象は、次の三層構造に基づき選出します。第 1 層は品質到達基準、第 2 層は顕彰適格基準、第

3 層は年度象徴基準です。 

層 基準名 概要 

第 1 層 
品質到達基準｜Quality 

Eligibility 

ICES による絶対評価により、JCQM 相当の品質

水準到達を確認します。 

第 2 層 
顕彰適格基準｜Cultural 

Recognition Eligibility 

製造文化性、職人性、地域性、継続性、表現

性、説明可能性を確認します。 

第 3 層 
年度象徴基準｜Annual 

Symbolic Recognition 

当該年度の日本チーズ製造文化を象徴する対象

として妥当かを確認します。 
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第 16 条 顕彰適格基準 

第 2 層においては、主として次の観点を確認します。 

・製造文化性：製法、熟成、原料乳、地域との関係に文化的背景があるか。 

・職人性：工房または製造者の技術、判断、継続的努力が見えるか。 

・地域性：その土地の風土、酪農、食文化、地域資源との関係があるか。 

・継続性：一時的な成果ではなく、今後の発展や持続性が見込めるか。 

・表現性：日本のチーズとしての個性、味わい、香り、熟成、製法上の表現があるか。 

・説明可能性：国内外の来場者、審査員、行政機関、消費者に対して、顕彰理由を説明できるか。 

第 17 条 年度象徴基準 

第 3 層においては、当該年度の ACA 顕彰対象としてふさわしいかを総合的に確認します。 

・特定カテゴリーに過度な偏りがないか。 

・地域的多様性が表現されているか。 

・日本チーズ製造文化の現在地を示しているか。 

・国内外に対して顕彰理由を明確に説明できるか。 

・舞台上で顕彰する対象として妥当か。 

・最終的な CHAMPION 選出の母集団として適切か。 

第 18 条 顕彰対象数の目安 

ACA 顕彰対象数は、年度ごとの出品状況、評価水準、カテゴリー構成、地域的多様性、式典運営上の適正

規模を踏まえ、顕彰制度としての希少性と国際的説明可能性を保つため、おおむね 15 品から 20 品程度を

目安とします。この目安は、出品総数に対する機械的な比率や、得点上位何％という相対順位を意味する

ものではありません。 

第 19 条 選出理由の記録 

顕彰対象として選出する場合は、品質到達、製造文化性、地域性、職人性、継続性、表現性、年度象徴性、

国際的説明可能性等について、可能な限り選出理由を記録します。 
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第 5 章 顕彰区分および正式名称 

第 20 条 一般顕彰の正式名称 

一般顕彰の正式名称は、「ARTISAN CHEESE AWARDS 日本チーズ製造文化顕彰 受賞」とします。この

表記は、賞状、盾、掲示物、ホームページ、SNS、配布資料、提出資料等において統一して使用します。

補助表現として「日本チーズ製造文化顕彰 受賞工房」を用いることができます。 

第 21 条 CHAMPION の正式名称 

最高位顕彰の正式名称は、「ARTISAN CHEESE AWARDS 日本チーズ製造文化顕彰 CHAMPION 受賞」と

します。CHAMPION は、ACA 顕彰対象の中から、当該年度における日本チーズ製造文化を最も象徴する

1 件として選出される最高位顕彰です。 

第 22 条 CHAMPION の性格 

CHAMPION は、単なる最高得点品を意味するものではありません。品質、製造文化、地域性、職人性、

継続性、表現性、説明可能性、国際的発信力を総合的に備え、その年度を代表する対象として顕彰します。 

第 23 条 顕彰単位 

ACA は、出品チーズを入口としつつ、その背景にある工房、職人、地域、原料乳、製造技術、熟成、継続

的な取り組みを含めて顕彰します。賞状・掲示・舞台紹介では、原則として工房名と代表出品チーズ名を

併記します。 

第 6 章 選出体制および利害関係管理 

第 24 条 選出体制 

ACA 顕彰対象および CHAMPION の選出は、ICES 評価結果、JCQM 相当品質到達の確認、顕彰適格基準、

年度象徴基準、運営上の確認事項を踏まえ、CAFAJ およびフロマジェ・ジャパン実行委員会が行います。

必要に応じて、外部審査員、専門家、記録担当の意見を参照することができます。 

第 25 条 利害関係の確認 

選出に関与する者は、特定の出品者または工房との利害関係、個人的関係、業務上の関係が選出判断に影

響しないよう留意します。必要に応じて、当該関係者は個別判断から外れる、または意見を参考扱いとす

ることができます。 

第 26 条 偏りの確認 

選出にあたっては、特定の工房、地域、カテゴリー、製法、知名度、販売規模、過去の受賞歴のみに過度

に偏っていないかを確認します。ただし、多様性の確認は機械的な配分を意味するものではなく、顕彰理

由の説明可能性を補強するために行います。 
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第 27 条 最終決定 

ACA 顕彰対象および CHAMPION の最終決定は、選出理由の記録、表記確認、公表範囲、表彰式運用、必

要な連絡事項を確認したうえで行います。 

第 7 章 表彰式・賞状・掲示・公表 

第 28 条 表彰式での呼称 

表彰式、司会台本、賞状、盾、掲示、写真キャプション等では、一般顕彰および CHAMPION の正式名称

を統一して使用します。 

第 29 条 一般顕彰の呼称例 

一般顕彰の呼称例は次のとおりです。「ARTISAN CHEESE AWARDS 日本チーズ製造文化顕彰 受賞 

○○工房 代表出品チーズ：○○」。 

第 30 条 CHAMPION の呼称例 

CHAMPION の呼称例は次のとおりです。「ARTISAN CHEESE AWARDS 日本チーズ製造文化顕彰 

CHAMPION 受賞 ○○工房 代表出品チーズ：○○」。 

第 31 条 賞状・盾・掲示の記載基準 

賞状、盾、掲示物等には、必要に応じて以下を記載します。 

・正式名称または顕彰区分 

・工房名 

・代表出品チーズ名 

・主催：一般社団法人日本チーズアートフロマジェ協会（CAFAJ） 

・運営：フロマジェ・ジャパン実行委員会 

・後援：農林水産省 在日フランス大使館 

・開催日、会場、署名者、発行番号等 

第 32 条 公表する情報 

ACA の公表においては、原則として、ACA 顕彰対象工房名、代表チーズ名、顕彰名、CHAMPION、簡潔

な顕彰理由、主催・後援表記、開催日および会場を公表することができます。 

第 33 条 非公表情報 

点数詳細、選考過程における個別比較、非選出品の理由、委員会内部の協議内容、審査員・委員の個別意

見、内部管理用の詳細記録は、原則として公表しません。 
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第 8 章 記録保存および情報管理 

第 34 条 記録保存 

ACA の実施に関して、出品情報、評価結果、JCQM 相当品質到達の確認、顕彰理由、選出結果、公表内容、

賞状発行情報、問い合わせ対応記録等を、可能な範囲で保存します。 

第 35 条 顕彰理由記録シート 

ACA 顕彰対象として選出された対象については、別表 3 に定める項目を参考に、顕彰理由記録シートを作

成します。これは、制度の透明性および説明責任を確保するための内部記録です。 

第 36 条 保存期間 

記録の保存期間は、原則として実施年度終了後 5 年間を目安とします。ただし、証明書、賞状発行、行政

機関への説明、海外展開、広報資料、歴史記録として必要なものは、CAFAJ の判断により長期保存するこ

とができます。 

第 37 条 個人情報および機密情報 

出品者情報、審査・選出に関する内部資料、非公表情報、個人情報については、関係法令および CAFAJ

の管理方針に基づき適切に管理します。 

第 9 章 海外選抜・海外展開との関係 

第 38 条 海外選抜との関係 

ACA 顕彰対象または CHAMPION であることは、Lyon 等の海外コンクール、国際展示、海外出品、また

は海外派遣への選抜を保証するものではありません。 

第 39 条 海外展開の別途判断 

海外展開に関する候補選定は、ACA の顕彰結果を重要な参考情報としつつ、別途、以下の条件を踏まえて

判断します。 

・海外コンクール等の出品条件との適合性 

・カテゴリー・製法・規格上の適合性 

・輸送・保存・品質保持の実現可能性 

・輸出入・衛生・通関等の実務条件 

・国際的な説明可能性 

・生産者本人または工房の同意 

・CAFAJ およびフロマジェ・ジャパン実行委員会の実務判断 
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第 40 条 海外発信 

海外に向けて ACA を説明する場合は、相対順位による選抜ではなく、ICES による絶対評価と JCQM 相当

品質到達を入口とした文化顕彰制度であることを明確にします。 

第 10 章 辞退・取消・不適格事由 

第 41 条 受賞辞退 

出品者または工房が ACA 顕彰対象または CHAMPION の受賞を辞退する場合は、速やかに運営事務局へ申

し出るものとします。辞退があった場合、表彰、公表、掲示、賞状発行等の扱いは、実行委員会が判断し

ます。 

第 42 条 取消または公表変更 

顕彰対象決定後であっても、出品情報の重大な誤り、虚偽申告、衛生管理上の重大な問題、権利侵害、第

三者への重大な誤認を生じさせる事実、その他 ACA の信用を著しく損なう事由が確認された場合、実行委

員会は顕彰対象の取消し、公表方法の変更、賞状発行の保留、またはその他必要な対応を行うことができ

ます。 

第 43 条 不適格事由 

次のいずれかに該当する場合、出品または顕彰対象として不適格と判断することがあります。出品条件を

満たさない場合、出品情報に重大な不備または虚偽がある場合、製品の同一性が確認できない場合、衛

生・安全上の重大な問題がある場合、権利侵害または社会的信用を損なう重大な事情がある場合。 

第 44 条 代替選出の扱い 

辞退、取消、不適格等が生じた場合であっても、必ずしも繰り上げ選出を行うものではありません。必要

に応じて、実行委員会が年度の顕彰構成、説明可能性、式典運営上の妥当性を踏まえて判断します。 

第 11 章 照会・異議・説明対応 

第 45 条 照会対応 

出品者、行政機関、関係者、報道機関等から ACA に関する照会があった場合、運営事務局は本規程、選出

基準説明書、運用確認事項に基づいて回答します。 

第 46 条 非選出理由の扱い 

ACA は文化顕彰制度であり、相対順位を公表する制度ではありません。非選出品について、個別の比較、

点数詳細、委員会内部の協議内容、非選出理由の詳細は、原則として開示しません。 
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第 47 条 異議の扱い 

選出結果に関する意見または異議が寄せられた場合、実行委員会は、出品情報の重大な誤り、手続上の重

大な瑕疵、事実関係の明白な誤認の有無を確認します。ただし、文化顕彰としての総合判断そのものにつ

いて、再審査または順位付けを行うものではありません。 

第 12 章 改廃および附則 

第 48 条 規程の改廃 

本規程の改廃は、CAFAJ およびフロマジェ・ジャパン実行委員会が、制度運用上の必要性、出品状況、行

政機関・関係者への説明可能性、国際的整合性を踏まえて行います。 

第 49 条 年度ごとの調整 

本規程に定める顕彰対象数、運用体制、公表方法、表彰式実施方法等は、年度ごとの出品状況、会場条件、

後援条件、国際連携状況、運営上の必要性に応じて、制度趣旨を損なわない範囲で調整することができま

す。 

第 50 条 附則 

本規程は、ARTISAN CHEESE AWARDS 日本チーズ製造文化顕彰の実施に関する基本規程として定めます。

本規程に定めのない事項については、選出基準説明書、運用確認事項、当該年度の実施要項、ならびに

CAFAJ およびフロマジェ・ジャパン実行委員会の判断により運用します。 
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別表 1 主要用語 

用語 説明 

ACA 
ARTISAN CHEESE AWARDS。日本チーズ製造文化顕彰として、品質到

達を土台に日本のチーズ製造文化を象徴する対象を顕彰する制度。 

ICES 
International Cheese Evaluation Standard。チーズの品質を絶対評価と

して確認するための評価基準。 

JCQM 
Japan Cheese Quality Mark。ICES に基づき、一定の品質水準に到達し

たチーズを示す品質到達基準。 

ACA顕彰対象 

JCQM 相当の品質水準に到達したチーズの中から、製造文化性、地域

性、職人性、継続性、表現性、説明可能性、年度象徴性を総合的に考慮

して選出される対象。 

CHAMPION 
ACA 顕彰対象の中から、その年度の日本チーズ製造文化を最も象徴する

1 件として選出される最高位顕彰。 

別表 2 選出フロー 

段階 項目 内容 

1 出品受付 
当該年度の出品条件に基づき、出品チーズおよび必要情報を受け

付けます。 

2 ICES 絶対評価 すべての出品チーズを ICES に基づき評価します。 

3 
JCQM 相当品質到達確

認 
20 点満点中 14 点以上を目安に、品質水準到達を確認します。 

4 文化顕彰適格性確認 
製造文化性、地域性、職人性、継続性、表現性、説明可能性を確

認します。 

5 年度象徴性確認 
その年度の日本チーズ製造文化を象徴する対象として妥当かを確

認します。 

6 ACA 顕彰対象選出 おおむね 15 品から 20 品程度を目安に顕彰対象を選出します。 

7 CHAMPION 選出 ACA 顕彰対象の中から、年度を最も象徴する 1 件を選出します。 

8 公表・表彰・記録保存 正式名称に基づき公表・表彰し、顕彰理由を保存します。 

別表 3 顕彰理由記録項目 

記録項目 記録項目 記録項目 

出品番号 工房名 代表チーズ名 

カテゴリー JCQM 相当品質到達の有無 品質到達確認の概要 
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製造文化性 地域性 職人性 

継続性 表現性 説明可能性 

年度象徴性 
同一工房複数候補の場合の代

表選定理由 
CHAMPION 候補該当の有無 

顕彰理由要約 公表用短文 記録作成者 

確認日   

別表 4 公表情報・内部管理情報 

公表する情報 内部管理に留める情報 

ACA 顕彰対象工房名 点数詳細 

代表チーズ名 選考過程における個別比較 

顕彰名 非選出品の理由 

CHAMPION 委員会内部の協議内容 

簡潔な顕彰理由 審査員・委員の個別意見 

主催・後援表記 内部管理用の詳細記録 

 

以上 

 


